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Modifying pitched ball perception by VR

VRで投球の質感を操作する

ノビのある速球は錯覚？

どんな研究
投手の投球の質は、球速や軌道などのボールの物理的特徴量だけでなく、「ノビ」といった打者の主観で評価
されることがあります。本展示では、バーチャルリアリティ（VR）を用いて「ノビ（ボールが浮き上がる知
覚）」の脳情報処理メカニズムを明らかにしました。

どこが凄い

VR環境で投手が投げたボール（速球）を野球選手が観察しているときに、投手の投球動作時間を人工的に操作
すると、ボール挙動は同じにも関わらず、「ノビ」の知覚は変化しました。この結果から、打者は投球動作パ
ターンからボールの挙動を予測し、その予測がボールが「ノビ」る“錯覚”を生み出していることがわかりま
した。

めざす未来
VRを用いることで、本研究のように実環境では観測が難しいアスリートの知覚メカニズムを明らかにできるだ
けでなく、意思決定（判断力）など様々な認知トレーニングやこれまでにないコーチングなどへの応用も期待
されます。
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